
(57)【要約】

【課題】　構造的に簡単で且つ堅牢な態様で、双極に構

成することが可能な３つのヒンジをもつ内視鏡鉗子を提

供する。

【解決手段】　パイプ２と該パイプ内に配置された可動

ロッド３の遠位端に設置され、３つのヒンジで軸支され

た旋回自在の第１及び第２のくわえ部分４，５を有し、

第１のくわえ部分を第３軸６で第２のくわえ部分に軸支

し且つ第１軸９でロッドに軸支し、第２のくわえ部分を

第２軸７でパイプに軸支した内視鏡鉗子において、パイ

プ及びロッドを高周波電源に接続し、パイプ、ロッド及

びくわえ部分を導電性金属で形成し、第１及び第２軸を

導電性に、第３軸を絶縁性とし、第２のくわえ部分に形

成されているホーク状端部１０の開口部に、第１のくわ

え部分の遠位端を側方から囲む絶縁体１１を設けて構成

する。

【選択図】　　　　図　１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  パ イ プ （ ２ ） と パ イ プ 内 に 設 置 さ れ パ イ プ （ ２ ） に 関 し て パ イ プ 方 向 へ 可 動 な ロ ッ ド （
３ ） と か ら な る 長 い シ ャ フ ト （ ２ ， ３ ） と 、 シ ャ フ ト （ ２ ， ３ ） の 遠 位 端 に 設 置 さ れ 第 １
の く わ え 部 分 （ ４ ） 及 び 第 ２ の く わ え 部 分 （ ５ ） か ら 形 成 さ れ た 鉗 子 く わ え 部 と を 有 す る
内 視 鏡 鉗 子 （ １ ） で あ っ て 、 旋 回 自 在 の く わ え 部 分 （ ４ ， ５ ） を ３ つ の ヒ ン ジ （ ６ ， ７ ，
９ ） に よ っ て パ イ プ 方 向 に 対 し て 直 角 を な す 軸 に 軸 支 し 、 第 １ の く わ え 部 分 （ ４ ） を 第 ３
ヒ ン ジ （ ６ ） に よ っ て 第 ２ の く わ え 部 分 （ ５ ） に 軸 支 し 且 つ 第 １ ヒ ン ジ （ ９ ） に よ っ て ロ
ッ ド （ ３ ） に 軸 支 し 、 第 ２ の く わ え 部 分 （ ５ ） を 第 ２ ヒ ン ジ （ ７ ） に よ っ て パ イ プ （ ２ ）
に 軸 支 し 、 第 ３ ヒ ン ジ （ ６ ） の 範 囲 に お い て 、 く わ え 部 分 の １ つ が 、 ホ ー ク 状 端 部 （ １ ０
） の ホ ー ク 開 口 部 で 他 の く わ え 部 分 を 囲 む 形 式 の も の に お い て 、 パ イ プ （ ２ ） 及 び ロ ッ ド
（ ３ ） を 双 極 高 周 波 電 源 の 双 方 の 極 に 接 続 で き 、 パ イ プ （ ２ ） ， ロ ッ ド （ ３ ） 及 び く わ え
部 分 （ ４ ， ５ ） が 、 導 電 性 金 属 か ら な り 、 第 １ ヒ ン ジ （ ９ ） 及 び 第 ２ ヒ ン ジ （ ７ ） が 、 導
電 性 に 構 成 さ れ て お り 、 第 ３ ヒ ン ジ （ ６ ） が 、 電 気 絶 縁 性 に 構 成 さ れ て お り 、 ホ ー ク 状 端
部 （ １ ０ ） が 、 第 ２ の く わ え 部 分 （ ５ ） に 構 成 さ れ て お り 、 ホ ー ク 部 分 （ １ ０ ） の ホ ー ク
開 口 部 に は 、 第 １ の く わ え 部 分 （ ４ ） の 遠 位 端 を 側 方 か ら 囲 む 絶 縁 体 （ １ １ ） が 設 け て あ
る こ と を 特 徴 と す る 鉗 子 。
【 請 求 項 ２ 】
  絶 縁 体 （ １ １ ） が 、 第 ３ 及 び 第 ２ ヒ ン ジ （ ６ ， ７ ） に 軸 支 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 係 る 鉗 子 。
【 請 求 項 ３ 】
  第 ３ ヒ ン ジ （ ６ ） が 、 一 体 の 絶 縁 性 の 第 ３ 軸 （ ６ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 係 る 鉗 子 。
【 請 求 項 ４ 】
  第 ３ 軸 （ ６ ） が 、 セ ラ ミ ッ ク か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 係 る 鉗 子 。
【 請 求 項 ５ 】
  絶 縁 体 （ １ １ ） が 、 セ ラ ミ ッ ク か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 係 る 鉗 子 。
【 請 求 項 ６ 】
  パ イ プ （ ２ ） の 遠 位 端 範 囲 に は 、 パ イ プ 内 面 及 び パ イ プ 端 面 の 部 分 を 被 う 絶 縁 ス リ ー ブ
（ １ ２ ） が 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 係 る 鉗 子 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  こ の 考 案 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に 記 載 の 種 類 の 内 視 鏡 鉗 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  こ の 種 の 鉗 子 は 、 例 え ば Ｕ Ｓ ６ ０ ６ ３ １ ０ ３ Ａ （ 図 １ ５ 及 び 図 ２ ２ 参 照 ） か ら 公 知 で あ
る 。 ３ つ の 軸 を 三 角 形 状 に 適 切 に 配 置 し た 場 合 、 外 科 的 使 用 に 十 分 な 力 及 び 双 方 の く わ え
部 分 の 十 分 な 開 き 角 を 有 す る 鉗 子 動 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
  侵 害 を 最 少 に す る 最 近 の 外 科 学 で は 、 ま す ま す 、 双 極 鉗 子 、 す な わ ち 、 双 方 の く わ え 部
分 を 高 周 波 電 源 の 異 な る 極 に 接 続 し た 鉗 子 が 必 要 と な っ て い る 。 か く し て 、 く わ え 部 分 の
間 の 通 電 に よ っ て 、 く わ え 部 分 の 間 に 保 持 さ れ た 組 織 を 凝 固 で き る 。 し か し な が ら 、 従 来
、 こ の 種 の 構 造 の 鉗 子 の 場 合 、 双 極 構 造 態 様 を 実 現 で き な か っ た 。 こ の 種 の 構 造 は 、 ３ つ
の ヒ ン ジ の 範 囲 に お い て 、 極 め て 複 雑 で あ る 。 フ ィ リ グ リ ー （ filigree） 状 に 相 互 に 係 合
す る 部 分 の 場 合 、 何 れ に せ よ 多 数 の 薄 い 絶 縁 層 で く わ え 部 分 を 相 互 に 絶 縁 す る 必 要 が あ る
と 考 え ら れ る が 、 か く し て 、 故 障 し 易 く 堅 牢 性 の 劣 る 構 造 態 様 が 誘 起 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
  不 利 な こ と に は 、 更 に 、 こ の 種 の 公 知 の 構 造 、 例 え ば 、 冒 頭 に 挙 げ た 引 用 公 報 か ら 知 ら
れ る 如 き 構 造 は 、 絶 縁 目 的 に つ い て 極 め て 不 適 に 構 成 さ れ て い る 。 ホ ー ク 状 端 部 は 、 第 １
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の く わ え 部 分 に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ホ ー ク 状 端 部 は 、 第 ２ の く わ え 部 分 の 囲 ま れ
た 範 囲 に 関 し て 内 方 へ 向 く と 共 に 、 パ イ プ の ホ ー ク 状 端 部 を 囲 み 他 の 極 へ 向 く 部 分 に 関 し
て 外 方 へ 向 き 、 し た が っ て 、 内 方 へ も 外 方 へ も 絶 縁 し な け れ ば な ら な い 。 印 加 電 圧 の 絶 縁
の た め に 絶 縁 材 料 の 厚 さ を 増 加 す る 必 要 が あ る の で 、 高 負 荷 を 受 け る く わ え 部 分 の ク リ テ
ィ カ ル な 軸 範 囲 が 、 著 し く 強 度 が 低 下 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｕ Ｓ ６ ０ ６ ３ １ ０ ３ Ａ
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
  本 考 案 の 課 題 は 、 上 述 の 種 類 の 鉗 子 を 、 構 造 的 に 簡 単 で 且 つ 堅 牢 な 態 様 で 、 双 極 に 構 成
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  本 考 案 に 基 づ き 、 く わ え 部 分 は 、 補 足 の 電 線 路 を 必 要 と す る こ と な く 長 い シ ャ フ ト を 介
す る 通 電 が 実 現 で き る パ イ プ 又 は ロ ッ ド に 、 第 ２ ヒ ン ジ 又 は 第 １ ヒ ン ジ を 介 し て 、 簡 単 で
堅 牢 な 態 様 で 、 結 合 さ れ て い る 。 本 考 案 に 係 る 構 造 の 場 合 、 ホ ー ク 状 端 部 は 、 パ イ プ に 導
電 結 合 さ れ た 第 ２ の く わ え 部 分 に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ホ ー ク 状 端 部 の 外 側 部 分 は
、 パ イ プ に 対 し て 絶 縁 す る こ と な く 構 成 で き る 。 絶 縁 体 は 、 ホ ー ク 状 端 部 と 第 １ の く わ え
部 分 の 囲 ま れ た 部 分 と の 間 の ホ ー ク 状 端 部 の 内 面 に 必 要 で あ る に 過 ぎ ず 、 十 分 な 厚 さ を 有
す る よ う に 、 す な わ ち 、 大 き い 絶 縁 破 壊 強 度 を 有 す る よ う に 構 成 で き る 。 絶 縁 体 は 、 双 方
の く わ え 部 分 の 間 に 側 方 へ 配 置 さ れ て い る の み な ら ず 、 ホ ー ク 状 端 部 内 に あ る 第 １ の く わ
え 部 分 の 範 囲 を 遠 位 方 向 へ 、 す な わ ち 、 他 の 極 に あ る 遠 位 軸 の 方 向 へ 囲 み 、 か く し て 、 こ
の 場 合 も 、 大 き い 絶 縁 性 破 壊 強 度 が 得 ら れ る 。 所 望 の 態 様 で 双 極 に 構 成 で き 、 絶 縁 性 及 び
堅 牢 性 が 極 め て 良 好 で 、 使 用 信 頼 性 の 高 い 構 造 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
  絶 縁 体 は 、 双 方 の く わ え 部 分 に 対 し て 可 動 に 、 又 は １ つ の く わ え 部 分 に 形 状 結 合 状 態 で
固 定 し て 配 設 で き る 。 請 求 項 ２ の 特 徴 を 実 現 す る の が 好 ま し い 。 か く し て 、 絶 縁 体 は 、 第
の ２ く わ え 部 分 を 軸 支 し た ２ つ の ヒ ン ジ に 軸 支 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ の く わ え 部 分 に 対
し て 固 定 さ れ 、 か く し て 、 絶 縁 体 は 、 常 に 、 一 義 的 な 位 置 を 取 り 、 常 に 、 必 要 な 絶 縁 路 を
提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  第 ３ ヒ ン ジ は 、 適 切 な 態 様 で 、 双 方 の く わ え 部 分 に 対 し て 電 気 絶 縁 状 態 に 構 成 で き る 。
こ の 場 合 、 請 求 項 ３ の 特 徴 を 実 現 す る の が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 く わ え 部 分 は 、 好 ま し く
は 請 求 項 ４ に 基 づ き セ ラ ミ ッ ク か ら 構 成 さ れ 、 し た が っ て 、 大 き い 機 械 的 強 度 を 有 す る 一
体 の 絶 縁 性 軸 に よ り 、 構 造 的 に 簡 単 な 態 様 で 並 べ て 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  絶 縁 体 も 、 請 求 項 ５ に 基 づ き セ ラ ミ ッ ク か ら 構 成 す る の が 好 ま し く 、 か く し て 、 良 好 な
電 気 的 性 質 及 び 機 械 的 性 質 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  請 求 項 ６ の 特 徴 を 実 現 す る の が 好 ま し い 。 か く し て 、 す べ て の 旋 回 位 置 に お い て 、 第 １
の く わ え 部 分 と ロ ッ ド と の 間 の 第 １ ヒ ン ジ の 範 囲 は 、 大 き な 絶 縁 破 壊 強 度 が 得 ら れ る よ う
に 、 パ イ プ に 対 し て 絶 縁 さ れ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
  本 考 案 に 係 る 内 視 鏡 鉗 子 の 実 施 例 を 、 模 式 的 に 示 し た 図 １ 及 び 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る
。 図 示 の 内 視 鏡 鉗 子 １ は 、 パ イ プ ２ と パ イ プ 内 に 設 け た ロ ッ ド ３ と か ら な る 長 い シ ャ フ ト
（ 遠 位 端 の み を 示 し た ） を 有 す る 。 ロ ッ ド ３ は 、 パ イ プ ２ 内 に 設 け て あ り 、 パ イ プ ２ の 近
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位 端 に 設 け た 取 手 （ 図 示 し て な い ） に よ っ て パ イ プ に 対 し て 縦 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  シ ャ フ ト ２ ， ３ の 遠 位 端 に は 、 第 １ の く わ え 部 分 ４ 及 び 第 ２ の く わ え 部 分 ５ が 、 ３ つ の
ヒ ン ジ に よ っ て 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の く わ え 部 分 ４ 及 び 第 ２ の く わ え 部 分 ５ は 、 第 ３ 軸 ６
の 形 の 第 ３ ヒ ン ジ に よ っ て 並 べ て 軸 支 さ れ て い る 。 第 ２ の く わ え 部 分 ５ は 、 第 ２ 軸 ７ の 形
の 第 ２ ヒ ン ジ に よ っ て 、 パ イ プ ２ の 側 方 へ 突 出 す る 側 板 ８ に 支 持 さ れ て い る 。 第 １ の く わ
え 部 分 ４ の 近 位 端 は 、 第 １ 軸 ９ か ら な る 第 １ ヒ ン ジ に よ っ て ロ ッ ド ３ の 遠 位 端 に 軸 支 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  図 １ に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の く わ え 部 分 ４ ， ５ が 閉 じ た 状 態 の 鉗 子 を 示 し て い る 。 ロ ッ ド
３ を 、 こ の 状 態 か ら パ イ プ ２ に 対 し て 遠 位 方 向 へ 摺 動 す る と 、 双 方 の く わ え 部 分 ４ ， ５ が
開 く 。 ロ ッ ド ３ を 引 き も ど す と 、 双 方 の く わ え 部 分 は 閉 じ る 。 動 力 学 の 詳 細 に 関 し て は 、
冒 頭 に 引 用 し た 公 報 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  図 示 の 鉗 子 １ を 双 極 に 構 成 す る た め 、 パ イ プ ２ ， ロ ッ ド ３ ， 第 ２ 軸 ７ ， 第 １ 軸 ９ 及 び 双
方 の く わ え 部 分 ４ ， ５ は 、 導 電 性 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る 。 図 示 し て い な い が 、 好 ま し く
は 、 シ ャ フ ト の 近 位 端 の 範 囲 に お い て 、 適 切 な 接 続 装 置 に よ っ て 、 パ イ プ ２ 及 び ロ ッ ド ３
を 高 周 波 電 源 の 異 な る 極 に 接 続 で き る 。 電 流 は 、 ロ ッ ド ３ に 設 け た 極 か ら 第 １ 軸 ９ を 介 し
て 第 １ の く わ え 部 分 ４ に 流 れ る 。 電 流 は 、 パ イ プ ２ か ら 第 ２ 軸 ７ を 介 し て 第 ２ く わ え 部 分
５ に 流 れ る 。 双 方 の く わ え 部 分 に よ っ て 、 例 え ば 、 血 管 を 把 持 、 圧 縮 し 、 次 い で 、 電 流 を
流 す と 、 血 管 は 、 電 気 的 凝 固 作 用 に よ っ て 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  図 示 の 鉗 子 １ の 構 造 の 場 合 、 双 方 の 電 極 は 全 体 的 に 相 互 に 周 到 に 絶 縁 さ れ る よ う に 、 配
慮 さ れ て い る 。 こ れ は 、 ３ つ の 軸 ６ ， ７ ， ９ の 範 囲 に お い て 特 に 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  特 に 図 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 、 第 ２ の く わ え 部 分 ５ は 、 第 ３ 軸 ６ の 範 囲 に お い て ホ ー
ク 状 端 部 １ ０ と し て 構 成 さ れ て お り 、 こ の 場 合 、 こ の ホ ー ク 状 端 部 １ ０ の ホ ー ク 開 口 部 は
、 こ の 範 囲 に お い て 、 第 １ く わ え 部 分 ４ を 両 側 か ら 囲 む 。 ホ ー ク 状 端 部 １ ０ は 、 そ の 外 面
に お い て 、 パ イ プ ２ の 側 板 ８ に 当 接 す る 。 第 ２ の く わ え 部 分 ５ 及 び パ イ プ ２ は 、 同 一 の 極
に 接 続 す る の で 、 こ の 箇 所 の 絶 縁 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  双 方 の く わ え 部 分 ４ ， ５ を 相 互 に 絶 縁 す る た め 、 双 方 の く わ え 部 分 を 結 合 す る 第 ３ 軸 ６
は 、 絶 縁 性 材 料 か ら な り 、 更 に 、 好 ま し い 実 施 例 の 場 合 、 高 強 度 の 電 気 絶 縁 性 セ ラ ミ ッ ク
か ら 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  第 ２ の く わ え 部 分 ５ の ホ ー ク 状 端 部 １ ０ か ら 形 成 さ れ た ホ ー ク 開 口 部 に は 、 好 ま し く は
同 じ く セ ラ ミ ッ ク か ら な る 絶 縁 体 １ １ （ 交 差 斜 線 で 示 し て い る ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の
絶 縁 体 １ １ は 、 ホ ー ク 状 端 部 １ ０ と 第 １ の く わ え 部 分 ４ と の 間 の 移 行 範 囲 に 、 第 １ の く わ
え 部 分 ４ と ホ ー ク 状 端 部 １ ０ と の 間 に 両 側 に 設 け て あ り 、 第 ３ 軸 ６ に 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  絶 縁 体 １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の く わ え 部 分 ４ の 遠 位 方 向 で 閉 じ て お り 、 こ の
場 合 も 、 詳 細 に 云 え ば 、 特 に 、 他 の 、 す な わ ち 、 第 ２ の く わ え 部 分 ５ に 結 合 さ れ た 第 ２ 軸
７ に 対 し て 良 好 な 絶 縁 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  図 示 の 好 ま し い 実 施 例 の 場 合 、 絶 縁 体 １ １ は 、 遠 位 側 で 第 ２ 軸 ７ を 越 え て 延 び 、 こ の 第
２ 軸 ７ に 軸 支 さ れ て い る 。 第 ２ の く わ え 部 分 ５ 及 び 絶 縁 体 １ １ は 、 双 方 の 軸 ７ ， ６ に 軸 支
さ れ て い る の で 、 共 通 の 運 動 の た め 、 図 示 の 位 置 に 一 緒 に 固 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
  パ イ プ ２ の 内 面 を 被 い 、 側 板 ８ と の 間 の 範 囲 に お い て パ イ プ ２ の 端 面 を 被 う 絶 縁 ス リ ー
ブ １ ２ が 設 け て あ る 。 絶 縁 ス リ ー ブ １ ２ は 、 他 の 極 に 接 続 す る 第 １ の く わ え 部 分 ４ と ロ ッ
ド ３ と の 間 の ヒ ン ジ 結 合 の 範 囲 に お い て 、 し か も す べ て の 旋 回 位 置 に お い て 、 パ イ プ ２ と
上 記 第 １ の く わ え 部 分 と の 間 に 十 分 な 絶 縁 破 壊 強 度 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  図 示 の 鉗 子 １ の く わ え 部 の ３ つ の ヒ ン ジ （ ６ ， ７ ， ９ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 貫 通 す る 軸 ６ ，
７ ， ９ を 備 え て い る 。 こ れ ら の ヒ ン ジ は 、 別 種 の 構 造 （ 図 示 し て な い ） に 構 成 す る こ と も
で き る 。 こ れ ら の ヒ ン ジ は 、 そ れ ぞ れ 、 ２ つ の 別 個 の 軸 片 か ら 構 成 で き 、 こ の 場 合 、 例 え
ば 、 第 ２ 軸 ７ の 場 合 、 そ れ ぞ れ 両 側 で 、 軸 片 は 、 側 板 ８ か ら ホ ー ク 状 端 部 １ ０ を 介 し て 絶
縁 体 １ １ に 食 い 込 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 内 視 鏡 鉗 子 の 実 施 例 を 示 す 図 ２ の 線 １ － １ に 沿 う 鉗 子 の 遠 位 端 範 囲
の 軸 線 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 実 施 例 の 軸 の 範 囲 の 多 重 に 折 曲 が っ た 線 ２ － ２ に 沿 う 断 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
  １   鉗 子
  ２   パ イ プ
  ３   ロ ッ ド
  ４   第 １ の く わ え 部 分
  ５   第 ２ の く わ え 部 分
  ６   第 ３ 軸 （ ヒ ン ジ ）
  ７   第 ２ 軸 （ ヒ ン ジ ）
  ８   側 板
  ９   第 １ 軸 （ ヒ ン ジ ）
  １ ０   ホ ー ク 状 端 部
  １ １   絶 縁 体
　 １ ２ 　 絶 縁 ス リ ー ブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜钳，该内窥镜钳具有三个铰链，该铰链可
以以双极方式以结构简单且坚固的方式构造。 管（2）和布置在管（3）
中的可移动杆（3）具有可枢转的第一和第二抓握部分（4、5），该第一
和第二抓握部分安装在杆的远端并由三个铰链可枢转地支撑。 ，第一夹
持部由第三轴6枢转地支撑到第二夹持部，并且第一轴9以枢转方式支撑
杆，第二夹持部由第二轴7枢转地支撑在管上。 在内窥镜钳中，管和杆
被连接到高频电源，管，杆和把持部由导电金属制成，第一和第二轴被
导电，第三轴被绝缘，第二轴被绝缘。 形成在握持部中的叉状端部10的
开口设置有绝缘体11，该绝缘体横向地围绕第一握持部的远端。 [选择
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